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東軟の成長過程

̶ 東軟の沿革

̶ 今日の東軟
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東軟の発展歴史

1988年 東北大学から生まれ、教授三人で大学の教室から創業。

創業の目的：

研究開発費の取得

大学の学術機構と産業界の協力を構築
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東軟の発展歴史
1991年 アルパインの投資により、大学にソフトウェア会社を設立し、産学連携を実践した。

1991年 会社の長期的発展を保つため、東北大学にソフトウェア強化クラスを設け、実用型ソフ

トウェア開発人材、経営人材を育成することにし、彼らは東軟高速発展のエンジン役を果した。

1992年 社員が会社の株を保有したが、これは当時の中国においてリスクを伴う冒険であった。

社員が会社のオーナになることは東軟制度構築の突破を意味し、成長における重要な保証と

なった。

1994年 中国における初めての大学ソフトウェアパークー東大ソフトパークを建設し、産学研の

規模化の突破を図った。

1995年 会社は東北大学からデジタル医療映像診断システムを引き入れ、10年の発展を経て、

現在は2000余りの顧客を有するデジタル医療設備産業を形成しており、世界でも有数のCTを

研究・開発できる会社となった。
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東軟の発展歴史

1996年 上海取引所で、国内ソフトウエア会社では初となる上場を果たし、役柄転換

を実現した。

1996年 再編を行い、東軟の事業発展の新しいプラットフォームが構築でき、東芝と

の提携を始めた。

2000年 東北大学と共同投資して東軟情報技術学院を設立し、IT教育に参与し、

2001年、2002年は南海と成都に学院を設立した。これは東軟の産学研一体化の開

始であり、戦略全体の実施におけるヒューマンリソースと知識基礎を作りあげた。

2000年、2001年 アメリカ、香港、日本に支社を設立し、本格的に国際化戦略への道

を歩み始めた。
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東軟の発展歴史

2001年 会社のブランド統合を全面的におこない、｢東軟」が支社を含む全ての業務

核心ブランドとなった。

2001年 CMMレベル5を取得し、国内において始めてCMMレベル5を獲得した会社と

なり、アウトソーシング事業の高速発展の基礎を作りあげた。

2003年 戦略再編を行い、アルパイン、東芝、宝鋼など有力な戦略投資者が東軟集

団の株主になった。

2004年 東軟医療とオランダのフィリプスが合弁し、医療映像設備の研究及び製造

に取り組んだ。

2004年 ソフトウェアアウトソーシング業務では国内においてナンバーワンとなった。

…………
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東軟の成長
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全国にわたる全国にわたる1111ののRR＆＆DDセンターセンター

全国をカバーする４０余りの支店全国をカバーする４０余りの支店

中国の北方、西部、南方に三つのトレーニング基地中国の北方、西部、南方に三つのトレーニング基地

全国に八つのバーチャル本部全国に八つのバーチャル本部

全国に全国に70007000社以上の大型取引先社以上の大型取引先

瀋陽瀋陽、大連、成都、南海にある四つのソフトウェアパーク、大連、成都、南海にある四つのソフトウェアパーク

アメリカ、日本、香港に支社を設立アメリカ、日本、香港に支社を設立

今日の東軟
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今日の東軟——東軟の業務構造

ソフトウェア
とサービス

医療シス
テム

IT教育とトレ
ーニング

産業発展基地

ソフト製品とミドルウェア：OpenBASEベー
タベース管理システム、NetEyeファイヤー
ウォール、企業騰龍情報化製品、慧テイヒ
ューマンリソース管理システムなど。

業界向けソリューション：電信、電力、社会
保険、教育、税務、金融証券、交通、煙草
、放送、政府電子政務、医療衛生等の業
界及び企業向けソリューション。

ITアウトソーシング：ソフトオフショア開発、
ERP実施とコンサルティング、IT技術サポ
ートサービス等。

業務プロセスアウトソーシング（BPO）：コ
ールセンター、ITヘルプサービスア、デー
タ処理サービス等。

学歴教育
フェースTOフェーストレ
ーニング
オンライン教育
コースウェア

CT
カラー超音波

MRI
デジタルX線機

核医
Biochemical analyzer

コアパーツ
HIS

PACS
e-Hospital Solution
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• アプリケーションソフトウェアソリューションの分野、特に電信、社会保険、電
力、政府、企業、煙草、税務等において、リードしている。

• 2004年、ソフトウェアアウトソーシングの売上が国内において、ナンバーワン
になったが、特徴としてはオフショア開発、サービスのローカル化及び業務の
規模化が上げられる。

• 医療システムはCT、MRI、X-RAY、カラー超音波、及び核医学、医学ソフトな
どの製品ラインを有し、国内において2000余りの病院を確保しており、アジア、
アメリカ州、欧州、アフリカ等の各国に輸出している。

• 東北大学と共同で大連、成都、南海三箇所に情報技術学院を設立し、在学
生が20000を超えており、累計卒業生は2000余りである。国内で最も特色の
あるIT人材育成基地となっている。

今日の東軟——東軟の市場地位
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東軟成長の感想

̶ 戦略の選択
̶ 実行の重視
̶ 革新の実践
̶ 国際提携と融合
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戦略に対する理解

• 戦略は会社発展の鍵

• ビジネスモデルの選択と進化は、競争に勝つための鍵

• 学習型の組織を創造

• 会社のブランドの為に努力
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戦略選択

• 会社発展の鍵

‒ 自身の発展情況、環境、能力、リソースに対し、十分認識する

‒ 企業発展の根本を洗い出す

‒ 現状を変え、未来を計画するための投資

‒ 利益関係者と共に生存と発展と外部環境を構築する
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戦略選択

• ビジネスモデルの選択と進化は、競争に勝つための鍵

‒ それぞれ成功の環境が大きく異なるため、成功者に盲従しない。

‒ 産業のバリューチェンに融合し、業界開拓のチャンスをつかむ。

‒ 顧客を中心とするオリエンテーション
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戦略選択

• 学習型の組織を構築し、リーダシップを発展させる

‒ 自ら勉強する学習型組織

‒ 顧客のニーズを満足させるため勉強

‒ 社員発展を会社の責任とし、会社発展の源泉とする

‒ リーダシップを発展させ、生存と発展のための根本的な戦略と

行動
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実践1：OJT体系を構築

プロジェクトで勉
強

Project

チューター及び
教授

Mentor&

Teacher

教育&トレーニン
グ

Education&

Training

入社教育
入社教育

自習/Sel Study自習/Sel Study

電子教学/E-Learning

セミナー/討論会

製品販売
製品販売

顧客サービス
顧客サービス

専門スキル
専門スキル

個人発展
個人発展

リーダシップ育成と発展
リーダシップ育成と発展

在職学院取得
在職学院取得

業務セグメント
業務セグメント

企業文化
企業文化

新入社員チュ―タ制
新入社員チュ―タ制 キャリヤーを指導・協力

キャリヤーを指導・協力
チュ―タによるPJ指導チュ―タによるPJ指導

内部講師育成及び
カリキュラム開発

内部講師育成及び
カリキュラム開発

チュ―タコア技術指導
チュ―タコア技術指導

研修としてPJに参加研修としてPJに参加

部門活動に参加
部門活動に参加

メンバーとして参加
メンバーとして参加 責任者として参加

責任者として参加

沢山PJを経験沢山PJを経験

大規模PJ責任者大規模PJ責任者

仕事複雑度/Job Complexity

職
位
適
任
レ
ベ
ル

H
ig
h

L
o
w

Low High

受注計画作成
受注計画作成

部門内部、部門を跨り、会社を跨り業務交流と学習を行う

リーダシップチュ―
タ制

リーダシップチュ―
タ制

予備力の育成
予備力の育成
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実践2：新入社員の成長を促進̶̶チューター制

新入社員に対し、会社から交流能力と指導能力、及び会社の文化を良く理

解しているキーマンをチュ―タとして付ける。

‒ 新入社員に対する気配りであり、コミュニケーションと学習のメカニズム

である。

‒ 企業文化及び組織目標に対し、チュ―タから指導を受けることにより、

徐々に企業の１人になれるようにする。

‒ スキルの指導により、技術の熟練期を短縮させる。

‒ 新入社員のキャリア企画を手伝う。

‒ チュ―タ制により、新入社員が迅速に成長し、引いては会社の流動率

をも安定させる。
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実践3：３D一体の職位能力モデル

技
術
能
力

技
術
能
力

核
心
行
動
力

核
心
行
動
力

職員差異能力職員差異能力

社員の能力アップを
ベースにキャリア発展体
系を構築。
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実践4：能力と目標の距離を見つけ出し、
能力アップ計画を制定

NEED
What 

Competencies 
do you need

Have
What 

Competencies 
do you have

Gap
What Competencies 
should you develop

Plan
Build  your 
development 
plan

職位必要能力職位必要能力 社員能力現状社員能力現状 職位能力距離職位能力距離 能力アップ計画能力アップ計画

NEED

PLANGAP

トレーニン
グ、指導プ
ロジェクトに
おいて勉強

HAVE
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実践5：東軟のリーダシップ発展体系

幹部総合評価

幹部個人発

展計画

幹部トレー

ニング

幹部交替

指導交流

幹部予備

計画

幹部の総合評価は幹部
管理の基礎であり、評
価は行為を指導し、行
為は結果を促進する。

幹部のキャリア企画は幹
部発展のエンジンである。

有効な交流と指導
は幹部発展のキー
である。

リーダシップを発展させ、能力の高いチームを構築すること
は東軟の生存と発展の根本的な戦略と行動である。
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戦略選択

• ブランドのために努力する

‒ 顧客における東軟の満足度を創造

‒ ブランド戦略を実施
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革新にたいする理解

• 革新の目標は価値のある技術、ブランドと体系を創造することで、

他人がないものを有することではない。価値を創造できない革新は

企業に取って意味のないものである。

• 今日ではもうすでに技術の全てを保有する時代ではなく、一つのシ

ステムの中で革新する時代であり、価値を共有することは革新が

成功する基礎である。だから、革新は提携とリンクさせるべきである。

• 技術範疇だけではなく、ビジネスモデル、提携モデル、生産方式、

体制、管理などの多方面であり、革新は最終的に企業が市場にお

ける成功から現れる。
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東軟のソリューションアーキテクチャの革新

• 東軟ソリューション技術アーキテクチャNeuSATM（Neusoft  Solution  

Architecture）の核心は技術の共通化と応用活用化である。

製品と技術フレーム

専門化サービスフレーム

プロセス管理フレーム
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東軟の産学研モデルの核心

• 東軟の産学研一体化戦略

‒ 大学の技術とヒューマンリソースの優位性を十分活用する

‒ 大学を巡り、工業団地を構築

‒ 大学と産業のダイナミックを実現

‒ 産業の発展を推進
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産学研：東軟のIT教育及びトレーニング
東軟の学院：大連、成都、南海情報学院

在 学 生 ：20000人余り

累計卒業生：2000人余り
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産学研：大連ソフトパーク発展沿革

大連東軟情報技術学院在学生8500人
で、東軟ソフトパーク内の社員数3000人
を超えている。アルパイン、東芝、HPな
どの提携パートナーがパーク内に入居
している。
大連ソフトパークに加盟している企業は
200社あまりで、世界トップ500強のIT企
業は20社を超え、生産高は24億元で、
輸出額は8000万ドルで、ソフトエンジニ
ア人数11000人である。
東軟は大連ソフトパークの牽引車として
、周辺産業の発展を引っ張っている。
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産学研：モデル特色
• 東軟の産学研モデルは東軟ソフトパークを

依託して発展してきた。

• 東軟ソフトパークは企業が建設した、比較

的に閉鎖的に、産業、教育、サービスを一

体化したソフト及びITサービス団地である。

• 産業の形態が多様で、互いに促進し、比較

的に完全な産業チェンで、競争優位性を発

揮、向上させる基地である。

• 提携パートナーなパークで東軟の優勢リ

ソースを共有し、業務発展における全面的

なサポートと協力ができる。

• 産学研モデルは自身発展にも力強いもの

で、現地のソフト産業の発展を牽引している。

東軟ソフトパーク
Neusoft Park

Software 
& Service 
Industry

Education 
& Training

Support 
Facilities
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産学研：産業ダイナミック発展̶東軟とパートナーの
業務補完、WIN－WIN構築

東軟ソフトパーク
Neusoft Park

Software 
& Service 
Industry

Education & 
Training

Support 
Facilities

東軟集団 提携パートナー

ソフト開発基地

ITアウトソーシング/
BPO基地

提携パートナー基地

オフショアR&Dセンター

バックステージ
サポートセンター

ITアウトソーシング/
BPOセンター

アルパイン：600人
東芝：300人
ソフト開発アウトソーシングモデル

GSI：100人
共同でデータ処理会社を設立

HP：500人
共同ソフト開発/コールセンター

• 東軟ソフトパーク（大連パーク）にはアルパイン、HP、東芝、ソニー、NEC等の知名企
業の研究開発、バックステージサポート及びBPOセンターになっている。
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産学研：
東軟教育とパーク産業のダイナミック発展

ソフト製品
技術支援
教授支援
実践基地
提携パート
ナー

IT人材を提供
社員トレーニング

IT人材を提供
社員トレーニング

社会化サービス
実践基地
学生就職ルート

人材の生態チェン

大学の企業
と提携

提携パートナー
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ソフトと製造業における革新
• 東軟の医療システム業務の戦略

‒ リソースを集中させ、コア技術を解決；

‒ アウトソーシングによりシステムの製造を完成；

‒ サービス業務を強化し、ブランドを構築する。

• 東軟の医療システム製品

製品ライン：CT、MRI、X-RAY、カラー超音波四大製

品、及び核医学、医学ソフトなど。

国内市場：2000余りの顧客を有する；2004年末まで、

医療製品の総生産高が2500台余り。

国際市場：輸出の国と地域：

• アジア：トルコ、パキスタン、インド、ベトナム、イラン、

サウジアラビア、インドネシア

• 欧州：イタリア、ウクライナ、ロシア、フィランド

• アメリカ州：アメリカ、アルゼンチン、ベネズエラ、

• アフリカ：カメルーン等。
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実行を重視

ヒューマンリソースの発展

プロセス改善と制御

リーダシップ発展

計量化管理

実行力
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実行を重視

• ヒューマンリソースの発展

‒ 人を中心とする会社の資本構造

‒ ヒューマンリソースに対するトレーニング

‒ 社員に対する激励政策

‒ ヒューマンリソースの発展評価体系
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実行を重視

• ソフトウェアの生産過程を改善

‒ CMMの徹底的実行

‒ ソフトエンジニアの育成計画
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実行を重視

• 計量化管理

‒ 全面的な経営管理

‒ 情報フィードバックの統一指標体系に注目
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実行を重視

• リーダシップの発展

‒ 若者のパワーを発揮させる

‒ 実践の中で成長する

‒ 幹部指導者層の形成

‒ 授権と分権
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国際提携と融合

• 提携により自身の不足を補う

• 国際市場のニーズに融合する

• 広範な連盟を構築する

• 東軟の実践
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国際提携と融合

• 提携により自身の不足を補う

‒ 提携において勉強、共有、成長

‒ 提携におけるチャレンジを正視、享受

‒ 文化の差異

‒ コミュニケーションの質

‒ 目標と戦略の不一致
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国際提携と融合

• 国際市場のニーズに融合

‒ 中国市場及び国際市場のバランスに注意

‒ 製造業の発展の中でチャンスを掴む
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国際提携と融合

• 広範な連盟と融合

‒ 多国籍会社と多方面に渡り提携を行い、自身の国際化を促進し、

競争力を向上させる。

‒ 産業間の融合：ソフトウェア、教育、医療、産学研一体化の業務モ

デル

‒ 内部部門間の協力、異なる性格、タイプの人同士の共同価値観と

目標に向けての融合
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融合の実践：東軟とALPINE

• 共同創業

1991年、東軟とアルパインは共同で合弁会社を設立した。設立直後はアルパ

インからの委託開発をおこなっていたが、絶えず再編と市場開拓により、アプ

リケーションソフトウェア開発とシステムインテグレーションのプロバイダー会

社となった。

1996年、会社は上場し、アルパインは中国上場会社の株主となった。

2004年、東軟とアルパインは共同でカーエレクトロニクス組込式ソフトの研究

開発を中心にした、研究開発センターを設立した。

現在は、中国の自動車メーカ向けに製品を開発している。
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融合の実践：東軟と東芝

• 共同でチームを構成し、ソリューションの競争力を向上する

双方は1996年の20人の開発チームから、今は1000人余りの規模に成

長しており、ソフトウェア開発の管理、品質の制御などにおいて貴重な

経験、ノウハウを蓄積してきた。
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融合の実践：東軟とNOKIA

• 業務の組み合わせ

2000年、双方が共同して合弁会社を設立した。東軟はモバイル通

信におけるソリューションをNOKIA通信製品とリンクさせることにより、

中国モバイル通信市場で相当の市場シェアを確保できるようになっ

た。
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融合の実践：東軟とPHILIPS

• ブランドを創造する新しい提携モデル

2004年、東軟とPHILIPSは合弁会社を設立し、CT、MRI、X線機、超音

波の研究開発及び生産を開始。

当該合弁会社は東軟とPHILIPSの中国、グローバル向けの生産

基地となり、各自のブランドで合弁会社が生産した製品を販売

することにした。このような提携モデルにより、東軟のブランドが

医療システム分野で継続的に発展可能となった。
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融合の実践：戦略連盟

• 戦略連盟モデル

‒ 東軟と日立：オフショア開発が中心

‒ 東軟とSun ： Java&ソフトウェア開発

‒ 東軟とIBM ：ソリューション

‒ 東軟とIntel ：技術中心

‒ 東軟とHP ： コールセンター&オフショア開発&ソリューション

‒ 東軟とEMC ：オフショアR&Dセンター

‒ 東軟とSAP ：人材教育とトレーニング&技術及びソリューション

…………
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